
や
ま

な
か

し
ん

や

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

山

中

伸

弥

専
攻
学
科
目

幹
細
胞
生
物
学

生

年

月

昭
和
三
七
年

九
月

略

歴

昭
和
六
二
年

三
月

神
戸
大
学
医
学
部
卒
業

平
成

五
年

三
月

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

五
年

三
月

博
士
（
医
学
）

同

五
年

四
月

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー

同

五
年

四
月

米
国
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
研
究
所
ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル
フ
ェ
ロ
ー

同

一
一
年
一
二
月

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
遺
伝
子
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授

同

一
五
年

九
月

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
遺
伝
子
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

同

一
六
年
一
〇
月

京
都
大
学
再
生
医
科
学
研
究
所
教
授
（
平
成
二
二
年
三
月
ま
で
）

同

二
〇
年

一
月

京
都
大
学
物
質
―
細
胞
統
合
シ
ス
テ
ム
拠
点iPS

細
胞
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
併
任
）

同

二
二
年

四
月

京
都
大
学iPS

細
胞
研
究
所
所
長
（
現
在
に
至
る
）

二



博
士
（
医
学
）
山
中
伸
弥
氏
の
「
人
工
多
能
性

幹
細
胞
（iPS

細
胞
）
の
樹
立
」
に
対
す
る
授
賞

審
査
要
旨

胚
性
幹
細
胞
（E

S

細
胞
）
は
受
精
胚
よ
り
得
ら
れ
る
無
限
の
増
殖
能
と
生
体

の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
細
胞
に
分
化
で
き
る
多
能
性
（pluripotency

）
を
有
す
る
細

胞
で
、
再
生
医
療
に
応
用
で
き
る
可
能
性
が
大
き
い
と
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、

ヒ
ト
胚
を
破
壊
す
る
と
い
う
倫
理
的
な
問
題
が
あ
り
、
ま
た
免
疫
学
的
な
拒
絶

反
応
も
避
け
ら
れ
な
い
。
山
中
伸
弥
氏
は
ま
ず
マ
ウ
スE

S

細
胞
に
特
異
的
に

発
現
し
て
い
る
転
写
産
物
の
研
究
か
ら
出
発
し
、E

S
細
胞
の
多
能
性
を
維
持

す
る
因
子
が
、
い
っ
た
ん
分
化
し
た
細
胞
を
再
び
多
能
性
を
有
す
る
状
態
に
再

プ
ロ
グ
ラ
ム
す
る
因
子
に
な
り
う
る
と
の
仮
説
を
立
て
て
研
究
を
進
め
た
。
公

開
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
らE

S

細
胞
に
特
異
的
に
発
現
し
て
い
る
遺
伝
子
群
を

選
び
、
種
々
検
討
の
結
果
、
最
終
的
に
四
個
の
因
子
（O

ct3/4,Sox2,K
lf4,c-

M
yc

）
を
レ
ト
ロ
ウ
ィ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
マ
ウ
ス
皮
膚
線
維
芽
細
胞
に

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、E

S

細
胞
と
同
様
の
増
殖
能
を
有
す
る
細
胞
を
誘
導

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
細
胞
はE

S

細
胞
と
類
似
し
た
コ
ロ
ニ
ー
形
態

を
示
し
、
遺
伝
子
発
現
も
よ
く
似
て
い
た
。

こ
の
細
胞
を
免
疫
不
全
マ
ウ
ス
の
皮
下
に
注
射
し
た
と
こ
ろ
三
胚
葉
系
に
分

化
し
た
組
織
を
持
つ
奇
形
腫
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
多
能
性
が
確
認
で
き
た
の

でinduced
pluripotentstem

cell

（iPS

細
胞
）
と
命
名
し
た
。
こ
の
細
胞
を
マ

ウ
ス
胚
に
注
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
キ
メ
ラ
マ
ウ
ス
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
、

さ
ら
に
交
配
に
よ
り
全
身
がiPS

細
胞
よ
り
な
る
マ
ウ
ス
が
得
ら
れ
た
。
こ
う

し
た
結
果
か
ら
、iPS

細
胞
はE

S

細
胞
と
比
べ
て
ほ
ぼ
同
様
の
多
能
性
を
有

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

つ
い
で
山
中
氏
ら
は
、
レ
ト
ロ
ウ
ィ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
を
用
い
て
ヒ
ト
線
維
芽

細
胞
に
マ
ウ
ス
と
同
じ
四
因
子
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、E

S

細
胞
と
同
様

の
形
態
、
遺
伝
子
発
現
、
増
殖
性
、
多
能
性
を
有
す
る
細
胞
を
作
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
こ
のiPS

細
胞
は
患
者
と
同
じ
遺
伝
子
を
持
つ
た
め
免
疫
拒
絶
を
回

避
し
う
る
こ
と
か
ら
、
再
生
医
療
へ
応
用
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
が
、
な

お
問
題
点
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、iPS

細
胞
か
ら
腫
瘍
が
形
成
さ

れ
る
可
能
性
で
あ
る
。

マ
ウ
スiPS

細
胞
を
胚
に
注
射
し
て
得
ら
れ
た
キ
メ
ラ
マ
ウ
ス
で
は
、
飼
育

観
察
下
に
お
い
て
、
か
な
り
の
高
頻
度
で
腫
瘍
の
形
成
が
認
め
ら
れ
、c-M

yc

遺
伝
子
の
活
性
化
に
よ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
でc-M

yc

を
除
く
三

因
子
を
用
い
て
樹
立
方
法
を
検
討
し
た
結
果
、
樹
立
効
率
は
悪
い
がiPS

細
胞

を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
細
胞
は
四
因
子
の
場
合
に
比
べ
て
、
腫
瘍
形

成
の
頻
度
は
低
く
な
っ
た
。
し
か
し
レ
ト
ロ
ウ
ィ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
が
遺
伝
子
に

一
五



組
み
込
ま
れ
て
腫
瘍
を
作
る
可
能
性
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で

山
中
氏
ら
は
、c-M

yc

を
除
く
三
因
子
を
搭
載
し
た
プ
ラ
ス
ミ
ド
とc-M

yc

を

搭
載
し
た
プ
ラ
ス
ミ
ド
を
作
製
し
、
こ
れ
ら
を
同
時
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、iPS

細
胞
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
場
合
に
は
導
入
遺
伝
子
の
ゲ

ノ
ム
へ
の
組
み
込
み
は
、
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
。

さ
ら
な
る
問
題
点
は
、iPS
細
胞
を
樹
立
す
る
効
率
の
低
さ
で
、
四
因
子
を

用
い
た
場
合
で
も
一
％
未
満
で
あ
る
。
そ
こ
で
山
中
氏
ら
は
マ
ウ
ス
お
よ
び
ヒ

トiPS

細
胞
の
樹
立
に
対
す
る
、p53
の
影
響
を
観
察
し
た
。
そ
の
結
果
、iPS

細
胞
の
元
と
な
る
体
細
胞
のp53

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
樹
立
効
率
を

二
〇
％
と
大
き
く
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。p53

は
が
ん
抑
制
遺
伝
子
で
あ

る
が
、
細
胞
の
再
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
場
合
に
も
、
抑
制
的
に
働
い
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。p53

の
発
現
や
機
能
を
一
時
的
に
抑
え
る
こ
と
に
よ
り
、

効
率
的
なiPS

細
胞
樹
立
法
の
開
発
が
期
待
さ
れ
る
。

腫
瘍
形
成
の
問
題
点
と
し
て
、iPS

細
胞
の
場
合
に
もE

S

細
胞
と
同
様
に

奇
形
腫
を
形
成
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
山
中
氏
ら
は
岡
野
栄
之
博
士
ら

と
共
同
研
究
を
行
い
、
体
細
胞
の
由
来
や
樹
立
法
の
異
な
るiPS

細
胞
か
ら
神

経
系
前
駆
細
胞
を
分
化
さ
せ
、
こ
れ
ら
を
免
疫
不
全
マ
ウ
ス
の
脳
内
に
移
植
し

た
。
そ
の
結
果
、
マ
ウ
ス
胎
仔
由
来
線
維
芽
細
胞
や
成
体
胃
上
皮
細
胞
か
ら
作

ら
れ
たiPS

細
胞
由
来
の
神
経
系
前
駆
細
胞
か
ら
は
、
腫
瘍
形
成
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
ま
たiPS

を
樹
立
す
る
場
合
、c-M

yc

を
使
用
し
た
場
合
と
使
用
し

な
か
っ
た
場
合
で
、
腫
瘍
形
成
に
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
は
、

安
全
性
の
高
い
細
胞
を
選
ぶ
上
で
重
要
な
方
向
性
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ

た
。い

っ
た
ん
分
化
し
た
細
胞
か
ら
多
能
性
の
あ
る
細
胞
に
再
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、
カ
エ
ル
あ
る
い
は
ヒ
ツ
ジ
の
体
細
胞
核
を
脱
核

し
た
未
受
精
卵
に
移
植
す
る
こ
と
に
よ
り
証
明
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
き

わ
め
て
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
山
中
氏
ら
は
、

わ
ず
か
三
な
い
し
四
種
類
の
遺
伝
子
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
に
成
功
し
、
全
世
界
を
驚
か
せ
る
画
期
的
な
業
績
を
あ
げ
、
幹
細
胞
研

究
に
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
。
こ
の
方
法
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
ん
だ
、

す
な
わ
ち
分
化
し
た
様
々
な
組
織
の
細
胞
を
再
現
性
よ
く
再
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。iPS

細
胞
は
そ
の
安
全
性
が
確
認
で
き
れ
ば
多

く
の
疾
患
を
対
象
と
し
た
再
生
医
療
に
応
用
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
ま

た
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の
患
者
か
ら
得
ら
れ
たiPS

細
胞
を
用
い
て
、
そ
の
疾
患

の
成
立
機
構
を
解
明
し
、
新
し
い
治
療
法
の
開
発
に
資
す
る
な
ど
、
無
限
の
可

能
性
を
秘
め
た
細
胞
で
あ
る
。
ま
た
基
礎
的
な
面
で
も
細
胞
の
分
化
、
あ
る
い

は
再
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
機
構
を
解
明
す
る
上
で
役
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
、

細
胞
ひ
い
て
は
生
体
の
恒
常
性
に
深
い
洞
察
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
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